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特許情報普及の長期ビジョンにおける
5つの要点
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1. デジタルデータの利用可能性

全ての特許庁が国際標準に準拠したデジタル特許データを
作成・利用可能
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2. 特許情報の普及と拡散

共通のプラットフォームにおける特許情報の世界的な
普及と拡散
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3. 戦略的情報源としての基礎的知識

特許情報の科学的コンテンツはローカルの技術的知識の
創造に貢献し、知識格差の橋渡しとなる
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4. ビジネス育成のための戦略的情報源としての基礎
的知識

特許情報の科学的コンテンツに加え、その法的・商業的コ
ンテンツは、実施の自由の確保、対競合他社との位置付
けや、ライセンシングの機会の確保ために、有益な戦略的
ツールとなる。
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5. 広範囲にわたる支援の手

特に、発展途上国・後発開発途上国における、経済発展
と技術的進歩のための特許情報の効果的利用のために
多種多様なグループのユーザーが対象となる
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利害関係者に対する利点

イノベーター・IP専門家・ビジネス・研究にとっての利点: 

 IPインテリジェンス

 自身のイノベーションを保護する価値があるのか？類似ブランド
はあるのか？潜在的競合他社は誰なのか？を見極める判断材
料となる。

 提携の促進

 自身のイノベーションに興味があるのは誰か？パートナーとして
新製品を生産し、市場に出す機会を与えてくれるのは誰か？を見
極め、提携を促進。

特許庁にとっての利点:

 デジタルワークフローとオンライン環境を提供

 良質のサービスによる効率性と適時性
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特許情報の背景

世界各国における特許出願（ファミリー）が増加

非居住者（外国人）による出願が増加

アジア言語（中国語、韓国語、日本語）による出願が増加

PCT（国際公報）が増加。現在、非居住者出願の55％が
PCT

世界的特許データをカバーするため先行技術調査が必要
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PATENTSCOPE 特許検索サービス

270万件のPCTデータ（毎週公開、高品質のフルテ
キスト）

41の国・地域から5700万件のレコード
ドイツ （旧ドイツ民主共和国）、アルゼンチン、バーレーン、ブラジル、カナダ、チリ、中国、コロンビア、コスタリカ、キューバ、エクアドル、エ

ジプト、エルサルバドル、アラブ首長国連邦、スペイン、米国、エストニア、ロシア連邦、（旧ソビエト連邦）、グアテマラ、ホンジュラス、イ
スラエル、日本、ヨルダン、ケニア、モロッコ、メキシコ、ニカラグア、パナマ、ペルー、ポルトガル、韓国、ドミニカ共和国、シンガポール、
南アフリカ、ウルグアイ、ベトナム、アフリカ広域知的財産機関、ユーラシア特許庁、欧州特許庁

フルテキストデータの検索可能

サーチクエリが数か国語に拡大

母国語での検索・読み取りが可能

CHEM 検索（化学構造検索）
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CHEM 検索のコンセプト

2016年10月に事前製作段階

特許文献と文献中の埋め込み図から化合物を認識

化学構造の様々な表現を世界共通で使える化合物の標準
名 Inchikeys に標準化

化学者以外でも利用できる Inchikeys の検索機能を実施
（InChI 文字列のハッシュコードに基づく短縮した固定長の
文字記号。 InChIは、化学物質に対して、より正確かつ頑強
な、国際純正応用化学連合（IUPAC）承認の構造由来のタ
グを提供する）

*International Union of Pure and Applied Chemistry
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https://iupac.org/


スコープ

類似構造の化学物質のコレクションを表すのに使用される
化学式シンボルであるマーカッシュ構造ではなく、展開した
正確な化学構造式で検索します。

PCT と米国国内のコレクションで利用可能

言語：英語とドイツ語
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目的
IP情報の世界規模の普及を通してイノベーションと創造性を促進するととも
に、IPデータへの世界的アクセスを強化して国際協力を促進。

フレームワーク
このイニシアチブは現行のWIPO Global Databases (PATENTSCOPE, 

Global Brand Database, Global Design Database) とバルクデータサ
ービスのための新機能により支援されている。

このイニシアチブにより特許庁間での無償のデータ交換を安定して実施
継続でき、さらに国際的に一貫した方法でIPデータの世界的普及を実現
するために、多国間ベースでこのイニシアチブをさらに促進。

IPデータイニシアチブの世界的普及
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加入特許庁は国際事務局（IB)に無償でGlobal Databases

の以下のデータコレクションを提供

公開された国内・広域特許と可能な範囲のバックナンバーの
ファイルデータを含む特許庁に提出された特許出願のデータ

可能な範囲の国内段階に入った特許庁に提出された国際
（PCT)出願のデータおよびPCT規則の第95規則に想定され
るPCT国際出願の公用語への翻訳データ

Global Databases - PATENTSCOPE
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国際事務局は加入特許庁のオプションで、新規のバルクデ
ータサービス機能を提供し、他の加入特許庁に無償でIPデ
ータのバルクの普及を可能にする。

国際事務局はまた加入特許庁以外の関係者（非加入庁、営
利・非営利団体および一般大衆）にも購読者としてIPデータ
を利用可能にする：名目上の購読料（年間わずか100スイス
フラン）は必要。

新バルクデータサービス機能
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加入特許庁はバルクデータサービスの新機能から付加価値データと派
生的製品を作成可能

付加価値データは以下を含む：

標準書誌データ

特許分類データ

引用文献データ

フルテキストデータ

データの価値と有用性の向上のための修正データ

加入特許庁は上記で規定されているように同じ条件での使用と普及のた
めそのような付加価値データを寄託するよう要請される

重要ポイント !
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技術・イノベーションサポートセンター (TISC) 

プログラムと能力構築

主要サービス

特許・非特許データベースへのア
クセス

データベース使用に関する支援

付加的サービス （ユーザー要求とオ
フィス受容能力に基づく）

技術検索サービス

特許分析サービス

意識向上・訓練サービス

写真提供：モロッコ事務所
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現在までの実績

60の国家的プロジェクトの開始

世界中で430以上のセンターがオープン

年間40万件以上の問い合わせをサポート

2016年10月現在のデータ
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TISC ネットワークの成長
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地域的分布

アフリカ, 23

アジア＆太平洋, 8

アラブ地域, 6

中央アジア & 東ヨーロッパ, 4

ラテンアメリカ, 11
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能力構築

体験学習（指導者研修を含む）

WIPO Academy Distance 学習コース

オンラインセミナー

2009年以来: 6000人以上の参加者がオンサイトで訓練

2011年以来: 3000人以上の参加者が国営TISCを通じてWIPO 

Academy Distance 学習コースに登録
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体験学習

特許文献

基本的なコンセプトとスキル

特許検索

最先端技術

新規性

実施の自由

特許分析

技術移転

特許草案
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仮想ネットワーク: eTISCプラットフォーム

http://etisc.wipo.org

ディスカッション・
フォーラム

（主題関連）

グループ

（地域別・興味別）

ニュースブログ

“専門家に質問”

オンラインセミナー・
ビデオ

1400 ユーザー利用

90か国以上参加
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http://etisc.wipo.org/


eTISCの今後の展開

メンバープロファイルの拡大

言語サポートの改善（インターフェース）

より焦点を絞ったテーマ

オンラインプラットフォームでの統合改善

eTISC: ディスカッションとコニュミティーコンテンツ

TISC ウェブサイト: リソースと出版物
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ARDI: Research4Life プログラム

世界保健機関

国連食糧農業機関

世界知的所有権機関

国連環境計画

www.research4life.org
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http://www.research4life.org/


電子的資料: 科学・技術コンテンツへのアクセ
ス

大手出版社17社が提携

2万冊以上の以下を含む様々な分野の書籍、学術誌および参考資料を
無料または低価格で後発開発途上国・発展途上国116か国にアクセスを
許可

応用物理

工学技術

化学

伝統的知識

www.wipo.int/ardi
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http://www.wipo.int/ardi


Access for Development and 

Innovation (ARDI)
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ARDI : 活動的機関
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電子的資料: 特許データベースシステムへのア
クセス

特許データベースサービスプロバイダー7社が提携

Ambercite 社 AmberScope

LexisNexis 社 TotalPatent

Minesoft 社 PatBase

Questel 社 Orbit

Thomson Reuters 社 Thomson Innovation

WIPS 社 WIPS Global

高度な特許検索・分析ツールを無料または低価格で後発開発途上国・
発展途上国122か国にアクセスを許可

www.wipo.int/aspi
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http://www.wipo.int/aspi


ASPI –データベースプロバイダー提携企業
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ASPI: ポータルサイト

www.wipo.int/aspi
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http://www.wipo.int/aspi


ASPI: 適格基準

グループ1: 後発開発途上国

無料アクセス

グループ2: 中所得国（世界銀行の定義）

サービスごとの名目上価格でのアクセス：

一年間の無料お試し期間

グループ3: 特定の発展途上国

サービスごとの名目上価格でのアクセス：

一年間の無料お試し期間
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ASPI 機関の内訳 2016年現在
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ASPI 機関の地域的分布
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WIPO ウェブサイト
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WIPO 特許ランドスケープレポート

特許ランドスケープレポートのテーマ
公衆衛生

食糧と農業

環境変化と気候変動

視覚・聴覚障害者用補助器具および支援技術
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他機関による特許ランドスケープレポート
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特許ランドスケープレポート: 情報画像

特許分析を広めるための効果的方法
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特許分析のツール

特許ランドスケープレポート作成のガイドライン

特許ランドスケープレポートの準備に関連したタスクと
段階

特許分析に使用されるフリー・オープンソース・ツールに
関するマニュアル

特許分析データの取得方法

データの整理、分析、視覚化および共有
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特許登録ポータルサイト
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tisc@wipo.int
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